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ている(Hart and Sheibling 1988, Agatsuma et al 1998)｡カナダ大西洋沿
岸では1960年にホクヨ-オオバフンウニの大量の加入があり,それによって
形成された個体群の摂食によって1960年後半に海中林が崩壊したと考えられ
ている(Hart and Sheibling 1988).また,ラッコ(Fosterand Schle1 1988)
やロブスターによるウニの捕食(wharton and Mann 1981)や原生動物
Par.amoeba l'nYadensによる病害が高水温時に蔓延することに起因するウニの































































































33-35 PSUの範囲内で推移したo　しかし, 5月から9月にかけて, 32PSU以
下に塩分が急激に低下する日が静められたD特に, 2001年6月20日と21日の
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れている(Andrew 1991, CaTnerOn and Fankboner 1989, Goodbody 1961, HirrLmelman


































































に対して(G｡n｡r 1972), 1987年にはそのサイズが16 mmと小型化し,食物の
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モ群落が形成されている(Neushul, 1967; Mann, 1972; Choat and Schiel, 1982;
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